
気象データのビジネス活用セミナー
2024年11月21日

（京都大学発スタートアップ）

国産小型ドップラー・ライダーの開発と
様々な活用シーンについて



メトロウェザー株式会社

設立 2015年5月

資本金 1億円（2024年5月現在）

所在地 京都府宇治市広野町茶屋裏18-1
タニヤマ大久保ビル1F

役員 代表取締役（ファウンダー）古本淳一

取締役CTO（ファウンダー）東 邦昭

取締役CFO                  山本皓一

社外取締役 大前創希

社外取締役 木下太郎

社外取締役 新津啓司

子会社 メトロウェザー・アメリカ

従業員数 52名

防衛

レーザー光のチリからの散乱より
風を立体的に計測

◼ 目指している事業領域

Defense Tech

◼ 推進している技術開発

風況立体計測不審ドローン検知 航空機搭載ライダー

◼ ドップラー・ライダー

環境・SDGs Drone Tech



沿革

経営の特徴

京都大学:
⚫ 大学ファンド設立準備の投資前例のない段階から外部VCを紹介
⚫ 生存圏研究所が運営する大型レーダーの研究が「コア技術」の源となった
⚫ シード期の特許出願支援（最終的に全てベンチャーに売却してくれた）

2014年
2015年

2017年

2018年

2020年

2021年

2022年

2023年

設立準備
設立

NEDO STS採択

NEDO SCA採択
NEDO 

新エネ採択

NTTCOMと
事業連携

NASA SBIR採択
J StartUp 受賞

シリーズA 調達
1.7億円

シリーズAext 調達
7億円

NEDO Kプロ
JST KプロNEDO SBIR

米国子会社
メトロウェザー
アメリカ設立

メンバー数
52名

2024年

NEDO DTSU

2019年

◼ ファウンダー2名は大学発でCEOとCTO
◼ プラス社会で実績のあるCFOが途中からジョイン

NEDOの支援の他、フェーズの進捗に伴い国内では東京計器、
NTTグループ、米国ではNASAやFAAとつながりのあるTru 
Weather Solutionsと国際的な協力関係を構築 

特徴：
◼ 創業間もない時から米国西海岸のVCからの投資を受け入れ

るなど、当初から米国展開を目指している

◼ Exitが最終ゴールではなく、大学発ベンチャーとしての成
功例となる（自らの研究成果をもとに収益を上げ、それを
再び将来の研究開発につなげる例）ことを目指している

◼ 博士、修士をR&D人材として積極的に採用・活用

CTOCEO CFO

米国投資家から資金調達
米海軍研究所基礎研究

予算獲得

在阪米国総領事
弊社訪問

CEATEC AWARD 2023「スタート
アップ部門」グランプリ受賞

EYアントレプレナー・オブ・ザ・イヤー
2023 ジャパン関西地区大会
Challenging Spirit部門大賞受賞



◼ JR西日本の湖西線では比良おろしによる運
休続発

◼ 貨物列車も高架から転落するなど社会問題に
◼ 風予測に関する社会ニーズに合わせた研究開

発を大学で行ってきた
（2011〜2014年）

琵琶湖線へ迂回（+40分）

メトロウェザーができた背景



琵琶湖

比良山地

湖東

湖西

結果
数100mしかデータが取れなかった

これでは顧客を満足させることは到底できない
顧客が満足するものを自分たちで作ることにした

お客様が満足するものでなければ意味がない！

競合他社



2015年 2016年 2017年 2018年 最近注目

ピボット ピボット ピボット

野良（無許可）ドローン対策

エコシップ船

1回数億円規模の節約
CO2大幅削減

ベンチャーキャピタル(資金を出してくれる会社)を

100社まわってダメだしされながらマーケット

とお客様を探し続けた

お客様は誰か？？

都市のゲリラ
豪雨予測

風力発電の事前
アセスメント

乱気流の
可視化

ドローンの
安全安定運航



2016年 2017年 2018年
●製品版プロトタイプ完成
初めてFPGA化

●NEDO SCA 採択
小型超プロトタイプ
回転機構部の原型ができる

●NEDO STS採択
初めての試作(仙台空港)
（何もとれず）

2020年

●防災科研に納品
新宿三井ビル・日本橋三井タワーに設置

2021年

●トヨタPoC参入

2022年 2023年

●NEDO 新エネベンチャー採択
デュアルシステム検討
まともな望遠鏡の原型ができる

2019年
●工場で初めて
風計測に成功
（開発開始から
約5年）

●デザイン導入
●車載型開発

2024年

●量産型機開発

開発の歴史



ー 弊社の強み ー
リモートセンシング技術と信号処理技術

野球場1つ分の大きさの大気レーダー
（京都大学）

信号処理技術の優位性

競合他社（赤）

装置で
正確に
測れる
領域

メトロ（白）

他社が検出不能な

領域もメトロは風
情報を抽出可能

大型レーダーの開発で培ってきた「ノイズだらけの情報からシグナルを取り出す技術」
他社は弱いシグナルを検出できないため大出力のレーザーが必要（構成部品が大きい）
弊社は微弱な信号を検出する技術により、出力の小さい光でも、大型Lidarに匹敵またはそれ以上の能力を発揮

なぜ小型・高性能化を実現できるのか



ドローン管制・取締

信号機等へドップラー・ライダーを設置
低高度の風況をもれなく監視

野良（無許可）ドローン対策 航空機搭載・ゲリラ豪雨対策

ライダー・レーダー・IRカメラ等を
組合せた野良（無許可）ドローン検出

航空機搭載(火山灰検知）
積乱雲発生前の風の収束検知

災害救助ヘリ・ドローンの運航支援

ヘリ等搭載ドップラー・ライダーによる
低高度の風況把握

風力発電の発電効率向上

風車後面に発生するwakeを可視化
タービン停止時間を最小限に抑え発電効率向上

マイクロ気象の解明

局地気象・極端気象の解明

ドップラー・ライダーが活躍する分野



船や無人機の
安全・効率運航支援

⚫ ドップラー・ライダーネットワークを構築し、
10mメッシュでリアルタイムの風況を提供

⚫ 風を利用した船舶の運航効率の向上
海上風の実測データの収集

⚫ 無人機の安全な離発着及び運航支援

ライダーネットワーク構築（大阪） 船舶の運航効率向上米国ドローンテストフィールドへの展開



大阪ベイエリアでの観測

15km

⚫ 2023年春に大阪南港のアジア太平洋
トレードセンタービル（ATC）屋上に
WG-100を設置

⚫ 通常時は水平スキャニングモード（左
図の範囲）で連続観測を実施

⚫ 観測データは弊社のクラウドサーバー
にリアルタイムに転送され蓄積



計測データの可視化



ドップラー・ライダーネットワークの構築（米国）



⚫ 各データポイントは1時間の平均値
⚫ 高度150mのデータを比較

ースキャニングLiDAR
ー鉛直LiDAR

ースキャニングLiDAR
ー鉛直LiDAR

U成分（m/s）

V成分（m/s）

鉛直LiDAR欠測

鉛直LiDAR欠測

鉛直LiDAR 鉛直LiDAR

水
平

L
iD

A
R

水
平

L
iD

A
R

鉛直ライダーとの比較検証



船舶の運航効率向上に向けた船舶搭載試験



有人・無人機の離発着の安全
・空港向けライダーの開発
・航空機搭載ライダーの開発

◼ 乱気流による重大アクシデントが続出
◼ 運航中及び離発着時の乱気流、シアラインの検出が課題

⚫ NEDO経済安全保障プログラムで、型式認証取得
を目指した搭載型ライダーを開発中（ボーイングと
も技術開発内容を共有）

⚫ 時間分解能を向上させ乱流を直接可視化すること
を目指している

乱気流・シアラインの可視化



後方乱気流とシアラインの可視化



Before

After

運航効率の向上



ドップラー・ライダー
による不審ドローン早期検知

⚫ 不審ドローンはレーダーでは探知が難しい低高度空
域を飛行

⚫ 現在のレーダー探知技術では早期検出に限界

課題

解決策

⚫ レーザーを使うことで低高度空域の計測が
得意なドップラー・ライダーを活用

中国のドローン
が低高度から
護衛艦に接近

航空自衛隊防府北基地で物体検知試験運用実施中

ドップラー・ライダーの応用利用



空港への不審ドローン侵入事案

国内外を含めて民間空港への不審ドローン侵入
事例が多発（ニュースになった事案の一例）

➢ 2023年1月：神戸空港
➢ 2022年12月：那覇空港
➢ 2022年10月：神戸空港
➢ 2019年以降3回：関西空港
・・・

米国では月100件ペースで空港への侵入事案が
起こっている。

民間空港へ侵入する不審ドローンな
どの対処は空港運営会社が行う方針
であり、早期発見・識別が喫緊の課
題となっている。



ドップラー・ライダーを用いた低高度の物体検知ビジョン

◼ 空港または空港周辺にドップラー・
ライダーを設置し、低高度の障害
物・物体を監視し、空港警備の機材
として進化させる

◼ 物体検知だけでなく、通常の風観測
も実施し、空港周辺の風況も常時監
視する

アイセーフ帯の赤外線レーザーを利用しているため人体には
無害。また日本では運用に関する法規制はない。

将来のイメージ



航空機搭載ライダーによる物体検知



目標：
⚫ 2027年に国内上場
⚫ 2030年に米国NASDAQ上場

グローバル展開を加速する

米国展開
◼ 2023年〜NASAドローンテストフィールド
（ハンプトン）に２台設置。データ統合解析・
可視化

◼ その実績から2024年度にテキサス州ダラスに
展開予定（米国精度検証センターの設立）

◼ その後全米へ展開する

Switzerland 30% (2)

Marina Airport (Buy Data As a Service)-late 24’ (20%)

Los Angeles—Supernal (Supernal Buys LIDARS)—early 25’ (40%)

OK to DFW— late 25’-26’ (25%)

(2) East Dallas 2024,  move to Ft Worth 2025,  NASA (100%)

Austin to Houston SR 130 late 2025,  early 2026
Autonomous Institute (30%)

Orlando Area,  Air Taxi’s,  Skyway  late 2025/2026 (30%)

(4) Xelevate,  Mil itary,  2024/2025 (50%)

(3) Egl in/Duke Field,  2024 (50%)

Winston/Salem AEROX…FAA 2024 (20%)
(1) Hampton,  NASA

VIPC,  2026 (30%)

ACY Test Bed,  ULTRA,  2026 (30%)

Montreal ,  20%

Syracuse,  AF,  20%
Detroit,  AirSpacelink 20%

Cleveland OH,  ATA 20%

Springfield OH,  AFRL 20%

米国ヴァージニア州ハンプトン

将来に向けたビジョン

米国展開候補地



ご清聴ありがとうございました
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